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東北メディカル・メガバンク計画とは
• 健常⼈（岩⼿県、宮城県）コホートを基盤とするバイオバンク

• 15万⼈の参加者のゲノム情報(含アレイデータ)を有する複合バイオバンク
• DNA、⾎清、⾎漿、単核球細胞等の⽣体試料
• ⽣活習慣、罹患歴等のアンケート情報
• ⾎液検査情報、健診情報
• ⼀部参加者の

• MRI情報、メタボローム情報などの解析情報
• その他（⽣理機能情報など）

• 約2万⼈の妊婦・新⽣児を含む家系情報付き参加者（三世代コホート全体
で約7万⼈）



15万⼈の健常⼈コホート

岩⼿医⼤
岩⼿県（⼈⼝128万⼈）沿岸部
30,000 ⼈（2.3%）
(地域住⺠コホート)

東北⼤.

宮城県 (⼈⼝233万⼈）
120,000⼈(5.2%)

50,000 ⼈
(地域住⺠コホート)

70,000 ⼈
(三世代コホート)

・災害後に増加が懸念される疾患のリスク同定
・被災地の健康⽀援
・次世代医療の恩恵を

両者合わせて両県⼈⼝の4.1%

フィンランド、ノルウェイのバイ
オバンク提供者は⼈⼝約500万⼈
の5‐10%



総計15万⼈以上をリクルート

登録者 73,529 名* （2019年8⽉31⽇現在）

宮城登録者 52,232 名
岩⼿登録者 31,861 名
総計 84,093 名
2016年3⽉末で新規リクルート完了

TMM計画では２種類のコホートを活⽤すること、追跡調査の実施により
縦断解析を可能とすることで⼤きな成果を⽬指す

*曽祖⽗⺟78⼈と拡⼤家族1,475⼈を含む

地域住⺠コホート・三世代コホート

地域住⺠コホート
沿岸部を中⼼に８万⼈以上の成⼈

三世代コホート
産院等で妊婦さんを中⼼に、⼦世代、親世代

祖⽗⺟世代の三世代、７万⼈規模

15万⼈超の参加者に順次、再来所依頼

1,658⼈4,283⼈793⼈1,324⼈

8,823⼈

23,143⼈

22,493⼈

9,459⼈



• ⾃動機器の積極的導⼊

• LIMS(Laboratory Information 
Management System)の活⽤

• MassARRAY® Systemなどtracking, validationの体制
• (不死化細胞など）

• ISO（9001，27001）認証活動による改善の努⼒

バンキングの精度を上げる⼯夫
（品質管理の仕組み）

Agena HPより



https://jmorp.megabank.tohoku.ac.jp/202008/

jMorpサイト
(ToMMo解析情報のまとめ)



jMorpサイトの画⾯例

アレル頻度情報が表⽰される。



• 67Kが利⽤可能に

昨年、地域住⺠6万7千⼈が
分譲対象に！

今年、三世代コホート
7万3千⼈が分譲対象に！

収集した試料や情報は“分譲”により広く提供している！



http://www.dist.megabank.tohoku.ac.jp/

分譲関連の情報の公開

連絡先
電話: 022‐272‐6955
Mail: dist@megabank.tohoku.ac.jp

• カタログ
• ⼿続き
• 費⽤
• etc. 



カタログ

調査票データ
⽣活習慣等
⾷事

⽣化学データ
⾎液検査
⽣化学検査
アレルギー検査

特定検診調査情報

など



ToMMoからの分譲の⼿続き

試料・情報分譲 事前申請

試料・情報分譲 本申請

委員会の承認・研究計画公⽰
MTA締結

利⽤者登録

研究実施経過報告書の提出

研究終了報告書の提出
試料・情報の廃棄

試料・情報分譲の実施

• 共同研究とは異なり、知財や論⽂
等のオーサーシップを求めない。

• 費⽤は分譲作業の実費を請求

• 申請⼿続きを専⾨の窓⼝が担当

• 倫理審査等のサービス提供

• 個⼈情報保護への配慮が必要
• 解析した⽣データはバンクの充実のた
めに提供していただく

• 成果発表時にAcknowledgeをお願いする



東北メディカル・メガバンク機構

⼭本機構⻑以下合計約380名のスタッフ（GMRC / TCFを含む）
GMRC: genome medical research coordinator
TCF: ToMMo clinical fellow

連絡先:試料・情報分譲室
電話: 022‐272‐6955
Mail: dist@megabank.tohoku.ac.jp


